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論 文 内 容 要 旨
1、 課 題
本 論 文 の課 題 は 、 従 来 か ら、戦 前 の産 業 組 合 の 性 格 を協 同 組 合 の
性 格 と 同一 視 す る 見 解 が支 配 的 で あ っ た こ とに 対 し、 改 め て 、産 業
組 合 の 性 格 を 問 い 直 し、産 業 組 合 の 性 格 を 明 らか に す る こ と に あ る。
2、 分 析 方 法
(1)産 業 組 合 活 動 の 実 証 分 析 を通 じて 産 業 組 合 の 性 格 の 特 徴 を
明 ら か に す る。
(2)協 同 組 合 の 原 点 とされ る 、 イ ギ リス の ロ ッチ デ ィー ル 原 則
の 考 察 を お こ な う。
(3)ロ ッチ デ ィー ル 組 合 以 降 の 、協 同組 合 に 関 す る 諸 見 解 お よ
び 日 本 の産 業 組 合 に対 す る諸 見 解 の 検 討 を 通 して 、 協 同組
合 の 本 質 的 性格 を整 理 し、 そ の視 点 か ら産 業 組 合 の 性 格 規
定 を お こな う。
3、 展 開
(1)産 業 組 合 活 動 の 性 格 と特 徴
① 産 業 組 合 法 の 概 要1900年 成 立 。 目的 、組 合 員 の 産 業 ま
た は そ の 経 済 の 発 達 を企 図 す る 。事業、信用 ・販売 ・購買 ・生産の4事 業
とす る 。 組 合 員 の 範 囲 、 そ れ は特 定 せ ず 、 組 合 貝 の 権 利 義 務 、 組 合
員 の 加 入 ・脱 退 は基 本 的 に は 自 由 で あ る が 、 無 限 責 任 組 合 に 限 り総
組 合 員 の 同意 を 必 要 と し、 脱 退 は予 告 が義 務 づ け さ れ た 。組 合 員 出
資 は一 人 出 資 一 口以 上 、 十 口以 下 、 一 口50円[1900年 平 均 米
価 、150Kg11円69銭]、 剰 余 金 分 配 率 を 制 限 し た 。 産 業 組 合
活 動 に対 す る行 政 の 権 限 、 設 立 ・定 款 の許 認 可 、 事 業 報 告 の 請 求 、
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検 査 法令 違 反 、社 会 的 に害 あ る場 合 解 散 命 令 を 出 せ る と した 。
② 産 業 組 合 法 の性 格 ・この 年 代 は産 業 資 本 と寄 生 地 主 制 が 確 立
す る時 点 に 照 応 す る もの で あ り、極 め て 営 業 権 が 制 限 さ れ た 産 業 組
合 が 、 日本 資 本 主 義 再 生 産 構 造 の 一 環 と して 組 み 込 ま れ た こ と を意
味 す る の で あ る 。 最 大 の 納 税 者 で あ る寄 生 地 主 の 私 的 土 地 所 有 権 の
法 認 と、村 社 会 支 配 安 定 の た め に手 作 り地 主 、 自作 上 ・中 層 農 を 中
心 と した近 代 的組 合 組 織 と して の 出 発 で あ っ た。
③ 産 業 組 合 の 事 業 の 性 格 とそ の 特 徴 発 足 当 初 は信 用 組 合 が最
も多 く、次 い で 、 購 買組 合 、 販 売 購 買 組 合 が 続 い て い た 。1906
年 以 降 信 用組 合 が 信 用購 買 組 合 、 信 用 販 売 購 買 組 合 と事 業 を 拡 大 発
展 し、 これ らの 組 合 が産 業 組 合 の 主 流 と な る 。 そ れ が 大 正 期 に入 り
第 一 次 世 界 大 戦 の 好 況 が 反 映 して 、 そ れ 以 降 組 合 の 期 末 残 高 が1億
円 を突 破 す る とい っ た 状 況 と な り余 裕 金 運 用 の 組 合 に好 転 す る が 、
そ れ は191』6年 法 改 正 に よ る信 用 組 合 の事 業 拡 大[産 業 必 要 資 金
→ 経 済 発 達 資 金]と[組 合 員 家 族 ・公 共 団体 ・非 営 利 法 人]の 員 外
・貯 蓄 とい っ た法 的 拡 大 施 策 と組 合 員 増 大 に そ の 要 因 が あ っ た もの と
い え よ う。 この 時 期 の 販 売 組 合 も そ の 数 で は増 加 傾 向 に あ り、 そ の
取 扱 品 目数 量 と も 日本 有 数 な 貿 易 品 目で あ る 生 糸 、 製 糸 産 業 と結 合
した繭 で あ っ た 。 全 体 的 に は 信 用 組 合 に比 し販 売 組 合 の 脆 弱 性 の 表
出 は 、 この 当 時 の 米 販 売 は高 額 現 物 小 作 料 と寄 生 地 主 側 に掌 握 され
て い た 。小 農 民 は 比 較 的 地 代 の 安 い畑 作 物 で あ る 工 芸 作 物 、 野 菜 ・
果 実 に 力 を 入 れ 現 金 収 入 を は か って く る の も この 時 期 の 特 徴 で あ っ
た。 購 買組 合 の取 扱 量 の 過 半 は 肥 料 で あ り、 そ の 内 実 も大 正 中 期 以
降 は化 学 肥 料 中心 に展 開 し、 過 燐 酸 石 灰 、 硫 安 、 石 灰 窒 素 に 加 え塩
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化 加 里 、硫 酸 加 里 が 揃 う こ とに よ っ て 、 窒 素 ・燐 酸 ・加 里 と肥 料 主
成 分3要 素 が 完 全 に 化 学 肥 料 で 肥 料 市 場 を 制 覇 す る 過 程 で もあ っ
た 。生 活 用 品 で は米 そ れ も外 米 、 米 生 産 者 が 米 購 入 者 で あ り、 第2
位 が 酒 で あ っ た 。
第 一 次 世 界 大 戦 後 、 戦 後 恐 慌 、 金 融 恐 慌 、 昭 和 大 恐 慌 に よ り、糸
価 、 米 価 、 他 の 農 産 物 価 格 の 惨 落 に よ って 、 農 村 を奈 落 の どん 底 に
落 し入 れ た 。 政 府 の 農 村 更 生 運 動 に 呼 応 して 産 業 組 合 中 央 会 も産 業
組 合 拡 充5ヶ 年 計 画 を た て 、 未 設.置 市 町 村 の 解 消 、 全 戸 加 入 、 農 事
実 行 組 合 の 加 入 の な か で 、 産 業 組 合 は 事 業 分 量 の ドラ ス テ ィ ッ ク な
展 開 を は か る の で あ る 。 主 客 転 倒 し て組 合 員 の た め の産 業 組 合 そ れ
自体 が 強化 され る過 程 で 日本 は準 戦 時 下 体 制 に入 り、 国 家 総 動 員 法
に よ り、戦 時 体 制 の も と統 制 経 済 の 先 鋭 部 隊 に転 化 して い くの で あ
あ り組 合 員 主 体 の 産 業 組 合 が 国 益 優 先 の トップ を き る こ と とな る。
(2)ロ ッチ デ ィー ル先 駆 者 組 合 の 協 同組 合 と して の 性 格
1844年 に そ の 発 足 を み た ロ ッチ デ ィー ル先 駆 者 組 合 を も っ て
協 同組 合 の 原 点 とさ れ て い る が 、 こ の 組 合 定 款 の大 項 目 に 、 目的[
R・ オ ー エ ン主 義]L民 主 主 義 、 自 由 加 入 、 自 由脱 退 、 現 金 取 引 、
利 子 ・配 当 の 制 限 ・店 舗 の 運 営[購 買 高 配 当]と い っ た 項 目 か ら な
っ て い る。 こ の 民 主 主義 も観 念 的 な も の で な く、 理 事 会 は毎 週 、 組
合 総 会 は年4回 開 き 問題 が あ れ ば 集 ま り相 互 討 論 が 行 な わ れ る過 程
で 、 自 由 を守 り平 等 を侵 さ ず 組 合 は 組 合 員 民 主 主義 の も とで 各 組 合
員 の た め の実 践 を な して きた の で あ る.た だ 、男 女 を問 わ ず 一 人 一
票 と した議 決 権 平 等 は一 年 後 の 定 款 改 正 時 に加 え られ 、 自 ら資 金 を
一276一
調 達 し組 合 員 の 現 実 的 な利 益 と経 済 的 な 家 庭 生 活 の 改 善 を 図 る と し
た も の で あ っ た 。
(3)協 同組 合 お よび 産 業 組 合 に 関 す る諸 見 解 の 特 徴 と協 同 組 含
の 本 質
1895年 国 際 協 同 組 含 同 盟 が 結 成 さ れ て 以 来 、 ロ ッチ デ ィー ル
先 駆 者 組 合 原 則 を規 範 と しつ っ 普 遍 性 を 巡 っ て絶 え ず 論 争 さ れ19
37年 採 択 され た協 同 組 合 の 原 則 が 次 の7原 則 で あ っ た 。自 由加 入 、
民 主 的管 理[一 人 一 票]、 購 買 高 配 当 、 資 本 利 子 の 制 限 、 政 治 的
宗 教 的 中立 、 現 金 取 引 、 教 育 の 促 進 で あ っ た 。一 人 ひ と りが 平 等 に
して 対 等 で あ り、 経 済 的 な組 合 員 民 主 主 義 が 貫 徹 し日 々向 上 に 向 け
て 運 営 され て い る組 合 を も っ て 協 同組 合 とい うべ き で あ ろ う。 日本
経済 が危機 的状 況下 の昭和恐 慌時 に・従来 の産業 組 合論 に代わ って
新 た な 産 業 組 合 主 義 論 が 台 頭 した 。
千 石 興 太 郎=資 本 主 義 で も社 会 主 義 で もな い 第三 の 利 潤 な き社 会
を 目指 す と した 産 業 組 合 主 義 を 掲 げ て 登 場 し一 世 を風 靡 した 。
東 畑 精 一=こ の 千 石 産 業 組 合 主 義 論 を 資 本 主 義 社 会 改 造 に 関 す る
重 要 な思 想 と運 動 を 代 表 す る もの と して 肯 定 的 擁 護 を し た 。
近 藤 康 男=東 畑 論 に 対 し産 業 組 合 が 流 通 に 関 わ る限 り商 業 利 潤 節
約 の 組 織 に過 ぎ な い と し、 農 村 産 業 組 合 は最 初 か ら本 来 の 民 主 主 義
.は な く行 政 の一 組 織 に転 化 さ れ 、組 合 内 部 に も平 等 性 を 欠 い て い る
と批 判 した 。
井 上 晴 丸=近 藤 理 論 を さ ら に精 緻 に わ た っ て 分 析 し商 業 利 潤 節 約
説 を理 論 的 に 確 立 し た 。
一277一
(4)協 同 組 合 の 本 質
小 農 民 、労 働 者 自体 が 資 本 へ の 隷 属 を断 ち 切 る た め に第 一 に互 助
的 な 出 資 に よ っ て協 同組 合 を組 織 し生 活 の 自立 を は か る こ と に あ る。
第 二 に人 間 が 資 本 主 義 的 生 産 の た め の 存 在 で あ り、 小 作 農 は地 主
の た め の 存 在 と い う疎 外 され た非 人 間 的 関 係 を協 同組 合 に結 集 す る
こ と に よ って 、 人 間 性 復 活 め た め に相 互 の 協 同 に よ り経 済 的 向上 を
は か りっ っ 社 会 の 不 平 等 さ を排 除 す る こ とに あ る 。 そ の た め に は組
合 は組 合 員 自体 が 経 済 的 社 会 的 に 「豊 か に 」 な る こ と に最 大 の 目的
が あ る 。 経 営 の 資 本 化 傾 向へ の拒 絶 が 、協 同 組 合 の 本 来 的 な 目 的 で ,
あ る.協 同組 合 経 営 の 本 質 は 「利 潤 追 及 で な い 」 と こ ろ に あ る 。 人
間 生 存 権 を基 本 に経 済 民 主 主 義 獲 得 の た め に 零 細 で あ っ て も 出 資 に
よ っ て 自衛 の た め に 資 本 に対 抗 す る組 織 体 で あ る 。
4、 ま とめ
① 産 業 組 合 事 業 の 性 格
第 一 に産 業 組 合 自体 が 国 家 に よ っ て 、 小 農 民 へ の 勤 倹 貯 蓄 の 強 制
に よ っ て 組 合 へ の 頂 貯 金 を 利 子 生 み 資 本 と して 銀 行 へ の 移 行 と な
り、 そ れ が 生 産 資 本 と して 産 業 資 本 へ と迂 回 す る 。
第 二 に 販 売:事業 は窮 迫 販 売 米 を外 米 と リン ク せ しめ 一 層 の 低 米 価
を 実 現 せ しめ る役 割 を担 う こ と に よ っ て低 労 賃 を 実 現 す るの で あ り
野 菜 等 必 需 品 も 中 間 商 人 を排 除 しつ つ 共 同 出 荷 を 促 し 、法[中 央 卸
売 市 場 法]に よ り前 期 的 商 人 を駆 逐 し適 正 価 格 の実 現 を は か る 。
第 三 に購 買:事 業 は 寡 占肥 料 資 本 を は じめ 資 本 の製 品 販 売 と して の
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農 村 市 場 を形 成 せ しめ る と い っ た性 格 を もつ こ とに・よ っ て 合 法 則 性
を得 たの で あ る 。
② 産 業 組 合 の 性 格
第 一 に資 本 主 義 体 制 下 に あ っ て 小 商 品 生 産 者 に は 資 本 蓄 積 不 可 能
な単 純 再 生 産 的 組 織[産 業 組 合]を 課 す る こ とに よ っ て 、産 業 資 本
の 成 長 が 促 迫 可 能 とな る よ うな経 済 構 造 が 要 請 さ れ た こ とで あ る 。
第 二 に資 本 に と っ て小 農 民 ・労 働 者 との 対 抗 関 係 を弱 化 す る 中 間
項 と して の 産 業 組 合 の 存 在 が 必 要 で あ っ た め で あ る。
しか し本 質 的 に は 小 商 品 生 産 者 労 働 者 に とっ て は産 業 組 合 が資 本
に対 して 対 等 に経 済 関係 を 取 り結 ぶ 組 織 体 と して 、 小 商 品 生 産 者[
農 業 ・小 工 業]、 労 働 者[消 費組 合]等 々が 、 出 資 を し 自助 的 に 結
集 した経 営 体 で あ り、 そ れ が 基 本 的 に は 資 本 との 対 抗 関 係 を 明 確 に
して 、生 産 ・生 活 の た め に運 動 と して 進 め る こ とが 産 業 組 合 で な け
れ ば な らな い の に 、行 政 の 干 渉 、 地 主 等 村 支 配 者 層 が 頂 点 に た つ こ
と に よ っ て 、 体 制 に組 み 込 ま れ 本 来 の 対 抗 組 織 か ら資 本 の 統 治手 段 ・
の 組 織 に変 質 転 化 した の が 日本 の 産 業 組 合 で あ り、 協 同 組 合 とは い
え な い組 織 で あ りこ れ が 新 知 見 で あ る 。
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論 文 審 査 の 要 旨
本論文は,明 治末期から第二次大戦終了時まで,日 本の農村 を中心 として経済活動を主 とし




究の大半は,そ れを協同組合の機能 ・性格 と,ほ ぼ同一視 してきたことに特徴があるが,著 者は




考察,⑤ 著者による協同組合の基本性格の理論的整理,⑥ 以上の考察を通 じて得られた産業組合
の基本的性格づけ,で ある。
○具体的な分析 ・考察の要点は以下のとお りである。
(1)「 産業組合法」は,そ の組合員の権利 ・義務に,か なりの制約があるとと李に,組 合事業
に対する国家による指導 ・盧 督権が強く,組 合員の自主的活動を保証するものではない。
(2)同 組合は農家(小 作 ・自小作 ・自作等)と 共に地主も組合員であ り,役 員の多 くは地主が
占め,地 主主導の組合事業 ・運営がおこなわれていた。
(3)同 組合の事業は,信 用事業が大 きい比重を占めていたと共に,農 業生産資材(特 に肥料),
生活資材(米 ・酒)の 扱い量が次第に増加 し,当 時,成 長しつつあった日本資本主義の国内
市場形成に大きい役割を果たした。また,同 組合に預金された組合員の零細な資金の多 くは
都市銀行に流出し,当 時の二次産業を伸長させる上で重要な役割を果たした。





以上のことから著者は,産 業組合の性格カミ協同組合の性格 とは異質のものであり,日 本におい
ては,い まだに真の協同組合が根づいていないことを論証 した。以上の見解は極めてオ リジナル
な研究成果であり,今 後の産業組合研究に新たな知見を添えたものと判断 し,学 位を授与するこ
とが適切 と判定 した。
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